
と与量i∋
　まちのうごき

人　口5，786人〔△7〕

　男　　2，759人〔△31

　女3，027人〔△4）

世帯数1，723戸〔＋31

　平成4年9月1日現♂f

　　　　は対前月比

み　　こ

巫女に坪中2年生
　　　井上みつ子さん・

平成4年

10

海野亜理沙さん

　郷±が生んだ歌人若山牧水の命日にあたる9月1ア臼、牧水

祭が行なわれました。

　これは牧水の偉業をイ思ぶとともに＼冥福を祈るために毎年

牧水顕彰会が実施しているものです。

　　　　　　石越ゆる水のまうみを眺めっっ

　　　　　　　　こころかなしも秋の至善に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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平成4年10月号（2）、
つ

こ“
・
つと

町報

十
世
紀
に
生
き
る

子
供
の
教
育
の
新
た
な
出
発
点

　
こ
れ
か
ら
二
十
一
世
紀
に
生
き
る

子
供
た
ち
に
は
、
新
た
な
文
化
を
創

造
す
る
た
め
、
豊
か
な
個
性
や
創
造

性
を
培
う
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
子
供
の
状
況
を
み
た
と
き
、

無
気
力
や
引
き
こ
も
り
が
ち
な
子
供

が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま

た
、
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
り

自
然
体
験
が
不
足
し
た
り
し
て
豊
か

な
心
が
育
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
週
五

日
制
の
導
入
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
学
校
・
家
庭

及
び
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る

中
に
お
い
て
、
子
供
が
自
分
で
考
え

主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
出
来
る
資

質
や
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
東
郷
町
教
育
委
員
会

で
は
、
こ
う
し
た
目
的
を
達
成
す
る

た
め
学
校
に
お
け
る
指
導
、
家
庭
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
ま
す
．
、
又
、

社
会
教
育
関
係
民
・
王
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
豊
富
な
情
報
を
提
供
し

て
行
き
ま
す
、

　
初
め
て
の
週
五
日
制
導
入
に
よ
る

九
月
十
二
日
、
第
二
土
曜
日
の
休
校

日
に
は
、
町
内
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
で

の
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
文
化

セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
、
中
央
グ
ラ
ン

ド
等
の
施
設
解
放
、
あ
る
い
は
文
化

セ
ン
タ
ー
で
の
百
姓
一
揆
勉
強
会
、

県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
森

と
の
ふ
れ
あ
い
教
室
」
等
の
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
、
子
供
達
の
自
主
活

動
の
応
援
を
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度

の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
あ
せ
ら

ず
、
あ
わ
て
ず
家

族
、
そ
し
て
地
域

住
民
と
行
政
が
一

致
協
力
し
て
子
供

を
見
守
っ
て
行
く

事
が
望
ま
れ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の

況酸

｢
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
．
、

＜
老
人
と
い
っ
し
ょ
に

　
　
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

開旧から福祉筋聞員を配置しました

　
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
町
で
は
九
月
か
ら
福
祉
訪

問
員
制
度
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
、
訪
問
員
に
中
森
美
智
代

さ
ん
（
左
）
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

目
旧
■
庭
奉
仕
員

険～磁

卿

　
訪
問
貝
は
町
内
各
地

を
回
り
、
高
齢
者
の
生

活
、
健
康
相
談
に
応
じ

て
実
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
保
健
婦
や
家

　
　
　
、
介
護
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
福
祉
関
係
者

と
協
議
し
必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
手
だ
て
を

と
っ
て
い
き
ま
す
．

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
．
．

中森美智代（48歳

　　（鶴野内）

　
福
祉
訪
問
員
制
度
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
ば
、
町
福
祉
生
活
課
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

　
こ
ん
に
ち
は
、
今
度
福
祉
訪
問
員

に
な
り
ま
し
た
中
森
で
す
．

　
「
今
日
は
・
…
・
ご
、
こ
ん
な
前
口
上

は
言
わ
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
、
早

く
住
民
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、
何

で
も
遠
慮
な
く
、
心
を
開
い
て
話
し

て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て

い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
一
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

、
つ

こ“、
つ

と町報（3）平成4年10月号

　
東
郷
町
を
ふ
る
さ
と
と
し
、
現
在

町
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
は
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
方
々
で
組
織
さ
れ
て
い
る

「
東
郷
町
人
会
」
も
県
内
外
に
た
く

さ
ん
発
足
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
よ
り
町
人
会
の
会

員
を
中
心
に
「
我
が
ふ
る
さ
と
東
郷

町
」
と
題
し
て
、
毎
月
ふ
る
さ
と
の

思
い
出
話
し
や
、
こ
れ
か
ら
の
東
郷

町
に
ど
ん
な
期
待
を
持
た
れ
て
い
る

か
な
ど
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
を
で
き

我が
　曇る32＝

　　　　東悪露
る
限
り
原
文
の
ま
ま
町
民
の
方
々
に

お
伝
え
し
ょ
う
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
中
で
、
昔
い
っ
し
ょ

に
野
や
山
・
川
な
ど
で
遊
ん
だ
友
人
、

知
人
が
登
場
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
第
一
回
目
の
な
つ
か
し

い
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
宮
崎
市
で
商
業
を
営
な
ん

で
お
ら
れ
、
ま
た
「
宮
崎
市
及
び
近

効
在
住
東
郷
町
人
会
」
の
会
長
を
さ

れ
て
い
ま
す
原
田
定
典
さ
ん
で
す
。

r、

ﾃ

》
　、

鑑
鱗
　

r、

C鐸
薮

。
出
身
地
区

　
鶴
野
内
下
村

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
原
田
昇
さ
ん

○
生
年
月
日
（
年
齢
）

　
大
正
十
五
年
三
月
二
十
・
八
日

　
　
（
⊥
ハ
十
⊥
ハ
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
藩
鱒
．

　
　
　
　
　
　
寿
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
偽

塗
る
ぎ
壱
の
慰
“
出
ぱ
な
翌
　

　
今
か
ら
四
十
六
年
前
の
事
、
当
時

白
浜
の
土
地
を
終
戦
の
ど
さ
く
さ
で

　
　
　
と
セ
へ
　
ひ

伊
藤
組
が
傘
下
に
入
れ
、
昔
か
ら
の

地
権
者
も
立
ち
入
れ
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。

　
あ
る
日
、

「
折
角
命
拾
い
し
て
復
員
し
た

の
に
、
今
更
危
い
目
に
会
う
事

は
な
い
・
・
叱
・
れ
た
、
　
の

猷欝

ﾁ
糠
抽

煙
斜
劉
馳
驚
窮
霧
命

り
、
自
分
以
外
の
者
は
引
揚
げ
て
貰

い
単
独
で
交
渉
し
よ
う
と
考
え
た
が

奄
．
9
1
↑
，
＋
』
．
η
　
．
　
コ
令
－
　
．
号
』
　
．
　
」
．
－
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
八
名
が
木
の
柄
ニ
メ
ー
ト
ル
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刃
渡
り
五
十
セ
ン
チ
位
い
の
威
嚇
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
持
っ
て
い
き
な
り
殴
り
か
か
り
袋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩
き
に
あ
っ
た
。
気
が
つ
い
て
見
る

　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
家
の
床
の
上
で
母
が
、
　
「
折
角
の

母
に
相
談
す
る
ン
・
測
∵
叩
だ
か
竜
っ
・
窃
に
し
イ
、
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
涙
声
で
言
っ
て
く
れ
た
。

　　

@　

@　

@
蕗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
人
の
善
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
白
浜
が
全
面
開
放
さ
れ
た
．
、

一
÷

ゆ
　
う
　
　
　
　
　
を

．
㌧
＋
く
＋
、
卜
三

ボ
．
↑
．
㌔
・
」
零
↑
，

菖專 ｲ
＋　●　　｝一

州噂一一一告一一豊．

｛

　
郷
里
と
は
自
然
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
自
然
が
変
化
し
て
い
く
と
折
角

郷
里
の
自
然
を
楽
し
み
に
里
帰
り
す

る
者
に
と
り
、
そ
の
価
値
感
が
薄
れ

て
い
く
。

　
昔
は
牛
の
土
用
に
は
村
の
人
達
が

衣
川
に
下
り
て
、
ミ
ナ
取
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。
今
は
全
く
そ
の
姿

は
見
る
事
は
出
来
な
い
。
勿
論
川
が

汚
れ
て
い
る
か
ら
ミ
ナ
も
育
た
な
い

だ
ろ
う
が
、
大
事
な
こ
と
は
み
な
を

食
べ
る
事
だ
け
が
目
的
で
な
く
、
自

衝
．

畠
。
＋
．
↓
．
・
．
＋
、
・
．
・
，
＋
．

　
　
．
㌧
七
じ
ド
脚
勉

九
　
＋
ド
．
↑
．
㌧
㌦
土

ひ
遷
潭
地

然
の
中
に
人
が
溶
け
込
む
こ
と
の
出

来
る
自
然
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
川

だ
け
で
な
く
、
他
の
自
然
も
魅
力
を

】
杯
残
し
て
く
だ
さ
い
。

匙〆
－

短
歌

尾
洋
洋
歌
会

ひ
そ
や
か
に
黒
影
に
生
き
る
三
つ
葉

　
葵
つ
や
や
か
な
れ
ど
花
の
淋
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

耳
川
の
河
原
に
遊
ぶ
白
鷺
の
仕
草
の

　
さ
ま
を
暫
し
目
に
追
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

血
縁
は
愛
し
き
も
の
か
離
れ
住
む
姪

　
に
逢
う
さ
え
心
と
き
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

昔
よ
り
語
り
継
が
れ
し
底
な
し
の
沼

　
地
の
田
螺
今
は
何
処
に

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
滉

ぴ
ち
ぴ
ち
の
わ
が
血
繋
が
る
孫
ら
来

　
て
賑
や
か
さ
わ
が
し
な
れ
ど
も
嬉
し

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

仏
壇
の
シ
キ
ビ
の
水
を
替
え
る
と
き

　
灰
か
な
花
の
香
り
漂
う

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

植
林
の
手
入
れ
怠
り
夕
方
に
除
伐
夢

　
中
を
蜂
に
見
舞
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

冠
岳
朝
日
さ
し
き
ぬ
緑
映
え
陰
影
深

　
ま
り
お
ご
そ
か
に
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

朝
毎
に
蓮
に
身
を
置
く
白
玉
の
露
も

　
日
照
で
細
か
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

産
土
の
今
日
祇
園
祭
ほ
そ
ぼ
そ
と
祀

　
り
し
森
の
太
鼓
が
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111㈹まで〉
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盤瓢

雨
の
郡
民
体
育
大
会

　
≡
一
一
来
年
北
川
町
で
決
戦
≡
＝

第
3
1
回
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会
が
8
月
3
0
日
曲
、
椎
葉
村

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

今
年
は
本
町
か
ら
選
手
・
役
員
7
0
名
が
上
位
入
賞
を
目
指

し
出
場
し
ま
し
た
が
、
月
末
か
ら
続
い
た
雨
天
に
当
日
も
見

　
　
．
一
　
　
，
純
　
　
　
　
密
舞
わ
れ
、
悪
コ
ン

　
鶏
r
　
　
　
　
デ
ィ
・
ン
。
ン
の
中
、

＼

～…

～
㍉
〃

二

』
織

　
　
　
　
　
午
前
中
の
競
技
を

　
　
　
　
　
一
部
終
え
た
時
点

　
　
　
　
．
．
で
中
止
と
な
り
ま

懸
、
』
馴
総
日

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
発
表

　
　
　
　
鴇
馳

　
　
　
　
．
か
出
来
ま
せ
ん
で

　
　
　
　
　
し
た
．

・
　
　
　
　
　
　
来
年
の
開
催
地

　
　
　
　
　
北
川
町
に
期
待
を

　
　
　
　
　
つ
な
ぎ
ま
す
．

軟
式
野
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
全
国
大
会
へ

　
　
　
　
～
第
4
1
回
宮
崎
県
青
年
大
会
～

　
9
月
5
日
ω
、
6
日
哺
の
両
日
宮
崎
市
で
開
催
さ

れ
た
第
4
1
回
宮
崎
県
青
年
大
会
に
東
臼
杵
郡
の
代

表
と
し
て
出
場
し
た
東
郷
町
青
年
団
の
軟
式
野
球
チ

ー
ム
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
（
5
名
中
4
名
か
東

郷
町
出
身
）
が
み
ご
と
優
勝
し
、
1
1
月
に
東
京
で
行

な
わ
れ
る
全
国
青
年
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
結
果
よ
り
も
青
春
の
一
へ
ー
ジ
と

し
て
よ
い
想
い
出
が
残
せ
る
よ
う
な
、
悔
い
の
残
ら

な
い
試
合
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
．
．

　　　　とし　　み

吉田壽美園長
9月2即事、養護老人ホーム鈴峰園では

　民生委員児童委員総務の吉田壽美さ

んか一日園長を務めました

　これは、老人ホームの役割や

　必要性を広く知っていただ

　　くため毎年実施しているも

　　のです，

　終日園長を務められた古田

　壽美さん、たいへんおつかれ
ざ＝とげ・・1　♪、
、　ゴ、　、　一ノ＿．

　7　．
　唱1　薮

　　ド
。二二・、

醇亀　　〆’

　／

’「璽配

　　　　鉾

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

野

町　報　と　う　こ“　う 平成4年10月号（4）

サ

　　　　　　ひたれ
　　ま何必かちま
たおし杯死らは

　か　何はれんが
　　　杯し
　わ

　な　　べかめ
　か
　　　し、

　
　
　
8
月
2
0
日
㈲
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
で
は
、
鶴
野
内

　
　
保
育
園
児
を
招
い
て
、
夏
の
風
物
詩
“
そ
う
め
ん
流
し
”
を

　
　
行
な
い
ま
し
た
。

　
　
　
当
日
は
残
念
な
が
ら
雨
が
降
り
、
テ
ン
ト
の
中
で
行
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
し
た
が
そ
れ
で
も
子
供

評
議
覇
。
　
　
満
綴
棍
解
紹
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
、
・
、
　
　
　
レ
　
　
　
　
必
死
に
は
し
で
つ
か
み
、

隆
製
騒
縄
巽
『

宮崎ジュニアオーケストラ来町〃
　8月21日（斜、町総合文化センターで、

宮崎市内を中心とした小中高生で構成

している、宮崎ジュニアオーケストラ

（80名）の演奏会が行なわれました。

　会場に集まった小学校4年生から中

学校3年生までと、保護者合わせ約500

名は、同年代の子供たちの演奏とあっ

て感心したようすで約1時20分の演奏

に聞き入っていました．

鈴
峰
園
で

　
　
そ
一
あ
ん
流
1

囎ば。
▲
》瞳

第藺。・障迫）が優勝のアタック〃

　　　　～消防団球技大会～

　8月23日㈹、中央公民館を中心に消防団バレー

ボール大会が開催されました。

　当日は、ソフトボール大会が予定されていまし

たが、グランドコンディションの関係で急きょバ

レーボールに変更して行なわれました。

結果は次のとおりです。

　優勝　第7部（寺迫）

　2位　本　部（役場職員）

　3位　第6部（越表・下渡川）

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14》まで〉



｛こ成工年1け月写．6つ、
つ

田丁 報　　と

今
年
は
鶴
野
内

　
　
　
　
　
公
民
館
が
優
勝
〃
”

　
　
　
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
雨
天
の
た
め
　
週
間
延
期
さ
れ
た
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ

：
戸
、
大
会
は
、
＋
イ
タ
ー
－
に
よ
り
9
月
7
日
か
ら
4
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
㌧
た

　
決
勝
戦
は
昨
年
と
同
じ
小
野
田
公
民
館
と
鶴
野
内
公
民
館

と
で
行
な
わ
れ
、
争
年
は
鶴
野
内
公
民
館
が
1
1
対
6
で
み
ご

ぜ
7
・

・
睾
、

饗
凋、

昨
年
の
屈
辱
を
晴
ら
し

閣
三
嘆
詳

　
　
　
　
位
は
泣
目

　
　
　
公
民
館
と
坪

　
　
・
谷
公
民
館
で

　
　
　
し
た
．

》

御
開
．

蝋、

^
挙

‘

選手宣誓を行なった越表・

下渡川公民館代表の
　　　山里榮司さん

牧水祭で“牧水銅像写真コンテスドの表彰式
　今年5目より募集を行なってきた“第1回牧水銅像写

真コンテスドは町内外から69名、135点の応募があり

この中から入賞者6名が決定され、9月17日1揺二行なわ

れた牧水祭において入賞者の表彰式が行なわれました，

　入賞した作品は9月17日から牧水公園内の施設で展示

しておりますので、どうぞ一度ご覧ください一

　なお入賞者は次の方々です＝

o金賞（1点）　守田陽壬さん　Ill南町．

o銀賞（2点）　木谷　　靖さん．延岡市

　　　　　　　御手洗政男さん．延岡市
。銅賞（3点）　宏野金道さん　延岡市1

　　　　　　　鶴野孝典さん　延岡市1

　　　　　　　小林哲男さん　日向市1

　　4　　　　　　F－　．團．　　’｝■一

動
勃
◎
㊨
勤

桑
原
織
物

　
　
　
企
業
組
合

東
郷
町
大
字
山
陰
戊
三
六
五
番
地

　
豊
㊥
　
2
7
7
1

　
東
郷
工
場
責
任
者
　
甲
斐
ミ
チ
．
・
r

O
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
五
雲
二
年
九
月
丘
日

○
現
在
の
従
業
員
数
は
？

　
東
郷
工
場
・
山
陰
工
場
・
越
表

工
場
合
わ
せ
て
レ
六
名
で
す
．

o
会
社
で
製
造
し
て
い
る
品
物
は

　
紬
織
工
〔
反
物
　
で
主
と
し

て
白
大
島
【
普
通
大
島
か
ら
付

下
げ
、
訪
問
着
ま
で
）

O
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
町
の
企
業
と
し
か
、
は
控
目
な

職
種
で
、
伝
統
工
芸
を
守
る
形

で
商
品
化
し
げ
、
い
ま
す

　
主
婦
業
を
大
切
と
す
る
職
と

し
て
、
家
庭
に
い
る
お
年
寄
り

や
子
供
の
世
話
が
充
分
で
き
る

よ
う
に
、
工
場
で
織
る
も
家
庭

で
織
る
も
個
人
の
自
由
と
し
て

⑯

　
い
ま
す

○
そ
の
外
に
P
R
や
紹
介
し
た
い
事
は
？

　
・
県
南
・
県
北
に
あ
る
各
L
場
が

　
集
人
口
し
て
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ー
ル

　
大
会
を
実
施
し
’
、
い
ま
す

　
・
佳
H
の
ま
ま
の
織
り
具
合
い
で
す

　
の
で
教
育
学
習
に
い
ろ
ん
な
方

　
々
の
見
学
を
歓
迎
し
ま
す
．

　
・
町
産
業
祭
で
は
企
業
コ
ー
ナ
ー

　
で
実
演
を
か
ね
商
品
出
品
で
お

　
世
話
に
な
っ
て
ま
す
．

　
・
従
業
員
の
団
結
は
も
ち
ろ
ん
抜

　
群
で
、
音
楽
鑑
賞
、
造
園
（
花
へ

　
キ
濡
趣
味
と
一
げ
た
、
い
つ
」
u
牌
天
い

　
の
絶
え
な
い
明
る
い
職
場
で
す
、

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　　」．皿　．7　　　　’

1
’

つ つ町報と（7）平成4年10月号

　
〃

竃
　
　
　
ひ
．

　
　
　
》

　
’
ρ

鰭
、
、

團囹⑤磯疹⑥　　◎回
　　　傭，

黎
　
今
月
号
よ
り
町
内
の
幼
稚
園
・
保

育
園
児
を
対
象
に
、
自
分
た
ち
が
自

由
に
描
い
た
た
の
し
い
絵
・
ゆ
か
い

な
絵
・
子
供
に
し
て
は
う
ま
す
ぎ
る

絵
な
ど
な
ど
い
ろ
ん
な
作
品
を
、
「
ち

福瀬の平野隆義くん（5歳

　父：平野浩二さん

！

おおきくなったらどんな

仕事がしたいですか？

ずばり「おもちゃ屋さん」

という返事でした。

び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
L
コ
ー
ナ
：
を

設
け
、
毎
月
男
女
一
人
つ
つ
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
東
郷
幼
稚
園
の
二
人
の
ち

び
っ
こ
の
作
品
で
す
。

＜
題
「
お
と
も
だ
ち
」

小
林
翔
太
く
ん
の
顔

麟』

σ

㌃F’②

）

∴
「“

＜
題
「
お
と
も
だ
ち
」

和

岡
田
寸
未
子
ち
ゃ
ん
の
顔

㌶
ワ
＠

4
’O

田野の稲田ゆかりちゃん（5歳）

　父：稲田喜市さん

　おおきくなったらどんな仕事が

　したいですか？

　　小さい声で「ケーキやさん」

　と、まだ途中気が変わるかもし

　れない、という感じで返事が返

　ってきました．

．

し
炉

　
　
“
一

道
路
交
通
法
が

　　

@　

｡
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
八
月
一
日
か
ら
道
路
交
通
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
要
点
を

か
ん
た
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

H
　
消
音
器
を
取
り
外
し
た
り
切
断

　
改
造
な
ど
を
し
た
車
、
又
は
整
備

　
不
良
の
車
は
厳
し
く
処
罰
さ
れ
ま

す
、

⇔
　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
り
外

　
し
た
り
、
折
り
曲
げ
隠
す
な
ど
し

　
た
車
を
運
転
し
た
場
合
は
厳
し
く

　
処
罰
さ
れ
る
ほ
か
、
行
政
処
分
の

　
点
数
二
点
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。

口
　
自
動
車
の
法
定
速
度
が
次
表
の

　
と
お
り
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
．
．

※
た
だ
し
、
十
一
月
一
日
よ
り
施
行
。

右
以
外
の
自
動
車

原
付
ノ
・
ご
　
　
1
イ
ク

け大　つ自E難

区
…
分

60km／h 30km／h
　　　　　現50km／h　　　　　行

＿　　しE＿月跨
　　　　…改60km／h　　：正

@　　　　後

交
通
違
反
者
数

　
　
　
　
　
（
六
ケ
月
間
）

　
六
ヶ
月
間
に
お
け
る
日
向
警
察
署

管
内
の
交
通
違
反
検
挙
者
は
次
の
と

お
り
で
す
．
、

　
本
町
の
違
反
件
数
二
百
五
十
四
件

は
入
郷
六
ヶ
町
村
の
な
か
で
際
立
っ

て
多
く
重
大
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
正
し
い
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

居住地別交通違反者数（6月末現在）

　種
ｬ　別
ｺ

無
免
許

飲
酒

違度
ｽ

速il言

@無号
@視

駐1

竡
ﾔ

不一　通1追　　乗　　　　I　　　　　　　　　I停時禁行．旨旨不車

~　1止　1し通

ベシ1

求m

gト

　整iそ3合
s備1の．

ﾇ　　他　計

日向 27 107，357 180 163 3841IO4 871 41 ほ552

門川 9 148：199 39 37 81121 32 1214491 30！39，995

東郷 1120 40
1
1

4．25　9 10
1■08　14　111 254

西郷 7 14 3 1214…2E6 4413：1 95

南郷 14 23 3 1　15　　3　　7　11 48　1…2 m8

北郷 6 12 6 6　　13　　　「8　　1 25il 79

諸塚 10 8 1　15　14　13 1　　i　　　　　21　1　1　　旨　　　　　54

椎葉 6110
4　　1　、5　　1 3　　　　　　46　．　1　　5　．82

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111（14）まで〉



’｝る成4年10月号〔81こう、
つ町報と

　
昔
ま
だ
道
路
が
開
拓
さ
れ
な
い
時

代
に
、
細
島
、
日
知
屋
、
富
高
、
財

光
寺
、
塩
見
の
商
人
達
は
、
奥
地
の

椎
葉
、
諸
塚
、
西
郷
、
南
郷
、
米
良

あ
た
り
ま
で
出
か
け
て
行
き
、
椎
茸
、

茶
、
木
炭
等
を
細
島
ま
で
運
ん
で
大

阪
、
京
都
方
面
1
1
↑
売
り
さ
ば
き
金
も

う
け
を
し
て
い
た
の
で
す
、
奥
地
か

ら
細
島
港
ま
で
の
輸
送
は
、
も
ち
ろ

ん
車
の
無
い
時
代
で
す
か
ら
、
駄
賃

付
け
が
主
で
、
或
は
大
八
車
の
様
な

も
の
を
使
ズ
．
た
り
、
川
を
利
用
し
て

高
瀬
船
等
が
最
大
利
用
物
件
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
．
．

　
高
瀬
船
利
用
に
よ
っ
て
の
物
資
は
、

細
島
港
よ
り
は
美
々
津
港
の
方
が
、

阪
神
方
面
へ
の
干
石
船
活
躍
は
大
き

か
’
．
た
．
美
々
津
港
の
賑
わ
い
は
細

島
港
よ
り
数
倍
も
上
位
で
あ
っ
た
の

は
理
の
当
然
で
あ
っ
た
、
し
か
し
、

百
万
円
道
路
が
出
来
て
か
ら
は
、
高

瀬
船
の
使
命
が
な
く
な
り
自
ず
と
細

島
港
が
活
気
を
取
り
も
ど
し
て
、
美
．

々
津
港
の
使
命
は
一
漁
港
の
姿
に
代

’．

ﾄ
来
た
の
で
あ
る
．
一

　
話
し
を
道
路
問
題
に
か
え
て
見
る

と
、
明
治
二
十
二
年
に
地
方
自
治
法

が
敷
か
れ
、
町
村
に
於
い
て
最
も
重

視
さ
れ
た
の
が
、
道
路
開
拓
問
題
で

あ
’
．
た
。
そ
こ
で
富
高
村
、
東
郷
村
、

南
郷
村
で
は
、
三
ヶ
村
交
通
機
関
と

し
て
、
県
道
開
拓
を
取
り
あ
げ
明
治

二
十
四
年
八
月
十
五
日
小
野
田
小
学

校
に
於
い
て
、
東
郷
村
、
富
高
村
、

南
郷
村
の
村
議
会
代
表
が
集
り
、
も

ち
ろ
ん
東
臼
杵
郡
役
所
よ
り
郡
長
代

理
が
出
席
し
た
一
、
会
議
の
要
点
は
富

高
村
、
東
郷
村
、
南
郷
村
に
道
路
を

貫
通
さ
し
て
、
奥
地
の
林
産
物
即
ち

椎
茸
、
茶
、
木
炭
、
木
材
を
細
島
に

鉾
驚

薮溶
喩・

欝

集
荷
し
山
村
の
生
活
を
向
上
さ
す
こ

と
、
又
細
島
、
富
高
地
帯
の
商
人
の

通
行
を
便
に
な
す
こ
と
等
、
誠
に
富

を
得
た
議
案
だ
∫
．
た
の
で
す
．
．
そ
の

た
め
に
は
円
村
が
単
独
で
道
路
開
発

＼

す
る
こ
と
は
、
費
用
上
と
て
も
出
来

な
い
の
で
三
村
併
合
し
て
組
合
を
造

り
共
同
し
て
道
路
開
発
に
着
手
す
る

　
　
こ
と
が
、
何
よ
り
の
得
策
と
し

紳
港
イ
、
．
の
会
議
が
持
た
れ
た
象
、

の
津
あ
る

難
三
村
馨
の
会
議
は
異
議
な

蕎
－
賛
成
し
、
予
菱
も
議
決
さ

て
現
れ
た
の
で
す
｝
地
方
自
治
法
が

銚
敷
か
れ
三
年
目
に
し
て
・
か

港
て

の
め
く
の
ご
と
き
大
事
業
に
着
目
し

雑
だ
こ
と
は
、
大
き
な
出
来
事
で

雛
あ
っ
た
つ
、
す
．
．

外
重
　
東
臼
杵
最
長
は
直
ち
に
負
担

対
て

は
し
金
納
付
の
通
知
書
を
同
年
十
月

譜
と
八
・
各
村
に
通
知
し
た
・
東
郷

　
　
村
は
九
分
通
り
の
納
付
が
出
来

　
　
た
，
然
る
に
富
高
村
で
は
、
村

民
の
中
に
納
付
金
反
対
の
声
が
あ
が

　
つ
た
等
の
理
由
で
、
再
度
三
村
合
同

議
会
開
会
の
請
求
が
郡
役
所
に
提
出

さ
れ
た
の
で
す
．
．
郡
長
は
十
二
月
に

　　　　1「L護糊■■■■■■■■■■

▲明治34年から昭和40年までは県であっ

　た現在の町道（上．左は国道327号線右

　が旧県道、下．右の道路が山陰神社へ
　通じる旧県道）

臨
時
三
村
臨
時
議
会
を
郡
役
所
に
て

開
く
こ
と
に
し
た
．
．
会
議
が
は
じ
ま

っ
て
見
る
と
、
富
高
村
議
員
よ
り
「

村
民
に
反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
」
等

の
理
由
を
述
べ
た
り
し
た
．
．
東
郷
村

議
員
よ
り
「
こ
の
事
は
当
初
東
郷
村

の
合
同
会
議
に
て
、
議
決
し
た
事
項

で
あ
り
議
案
と
し
て
取
上
げ
る
必
要

な
し
」
と
反
対
し
た
、

（
来
月
号
に
つ
づ
く
）

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

表
紙
へ
牧
水
O
一
た
、
の
解
説

　
漢
谷
を
歩
き
ま
わ
る
こ
と
の
好
き

だ
’
．
た
牧
水
は
、
大
正
六
年
（
三
十

二
歳
）
の
十
一
月
の
な
か
ば
秩
父
の

渓
谷
を
歩
い
て
い
る
．
そ
し
て
、

「
秩
父
の
秋
」
と
題
し
て
約
百
首
の

歌
を
詠
ん
で
い
る
．
一
こ
の
歌
は
そ
の

中
の
】
首
で
、
第
十
二
歌
集
「
渓
谷

集
一
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、

　
こ
の
歌
を
已
ん
で
い
る
と
、
坪
谷

川
の
川
の
流
れ
が
眼
前
に
浮
ん
で
く

る
一
、
そ
し
て
、
こ
の
「
石
越
ゆ
る
一

の
歌
が
自
然
に
重
な
り
合
っ
て
く
る

す
な
わ
ち
、
旅
先
き
の
秩
父
で
、
詠
ん

だ
こ
の
歌
が
、
牧
水
の
ふ
る
さ
と
の

渓
川
の
情
景
と
そ
の
ま
ま
重
な
り
合

’．

ﾄ
く
る
の
で
あ
る
，
幼
少
の
頃
、

遊
び
親
し
ん
だ
坪
谷
川
、
そ
し
て
自

．
分
を
は
ぐ
く
み
育
て
て
く
れ
た
山
や

　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

渓
．
．
牧
水
の
こ
こ
ろ
の
中
に
は
常
に

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
が
あ
っ
た
．
そ

れ
は
、
『
幼
き
日
ふ
る
さ
と
の
山
に

む
つ
み
た
る
細
三
川
の
忘
ら
れ
ぬ
か

も
』
と
詠
ん
で
い
る
の
で
も
わ
か
る
。

ま
た
、
表
紙
の
歌
と
並
ん
で
次
の
歌

も
見
え
る
、

瀬
の
な
か
に
あ
ら
は
れ
し
岩
の
と

び
と
び
に
秋
の
ひ
な
た
に

白
み
た
る
か
な

　
こ
れ
ら
の
歌
を
味
わ
っ
て
い
る
と

私
の
こ
こ
ろ
も
、
石
越
ゆ
る
渓
川
の

水
に
よ
っ
て
洗
い
清
め
ら
れ
る
思
い

が
し
、
か
つ
「
動
」
の
中
に
「
静
一

を
感
じ
、
こ
こ
ろ
が
落
ち
つ
い
て
く

る
の
で
あ
る
．
．

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

、
つ

こ“、
つ町報と（9〕．平成4年10月号

魁
魏
翻
．
劉

⑭
捻
挫

　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

外
科
山
　
田
　
強

　
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
ス

ポ
ー
ツ
外
傷
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と

思
い
ま
す
、
ス
ポ
ー
ツ
時
の
け
が
の

頻
度
は
、
一
位
一
捻
挫
、
二
位
一
骨

折
、
三
位
一
打
撲
の
順
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
特

に
簡
単
に
考
え
が
ち
な
捻
挫
に
つ
い

て
お
豪
い
た
し
ま
す
。

騙
．
・

”
風

．
へ
．

ρ
リ

’

’

　
捻
挫
、
特
に
足
関
節
捻
挫
は
、
日

常
生
活
で
も
多
い
け
が
で
す
が
、
症

状
と
し
て
は
、
局
所
の
腫
れ
、
痛
み
、

運
動
制
限
な
ど
で
、
数
日
の
安
鹸
の

み
で
治
る
こ
と
も
多
い
た
め
軽
視
さ

れ
が
ち
で
す
。
注
意
し
て
頂
き
た
い

の
は
、
捻
挫
は
軽
く
足
を
ひ
ね
っ
た

　
　
　
　
し
エ
ヘ
ム
コ
　
い

だ
け
で
、
靱
帯
損
傷
、
骨
折
を
伴
’
．

て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
．
．
放
置
し
て
い
る
と
痛
み

の
持
続
、
関
節
の
不
安
定
性
が
残
る

こ
と
が
あ
り
、
歩
行
障
害
、
運
動
制

限
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
一
．

　
そ
れ
ら
は
受
傷
後
の
処
置
の
如
何

に
よ
り
ま
す
。
局
所
の
冷
却
、
圧
迫
、

挙
上
ウ
」
行
い
、
急
性
期
の
腫
れ
を
最

小
限
に
抑
え
、
X
線
撮
影
、
特
殊
撮

影
な
ど
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は

手
術
、
ギ
プ
ス
固
定
な
ど
で
安
静
を

保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
腫
れ
が
ひ

ど
く
、
痛
み
が
強
い
時
は
病
院
を
受

診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
、

　
最
後
に
、
今
か
ら
い
ろ
ん
な
ス
ポ

ー
ツ
に
参
加
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

何
よ
り
大
切
な
の
は
準
備
体
操
で
す
．
．

筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
関
節
を
柔
ら
か
く

し
て
か
ら
運
動
す
る
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

銑ρ

乏づ㊧
4．レ

　はれや痛みがひどいとき

は、なるべくねんざした部

位を動かさないようにして

早目に受診しましょう。

ねん♂

’

．
．
・
．
．’

孕りL弓層熟

冷水か氷のうで冷やす

　

i歯科匿師だより④

・
壁

　スポンジや脱脂綿などを

厚く当て、包帯で固定する。

手は三角きんで吊り、足は

座ぶとんなどの上にのせて

高くする。

ノ

、
溝

　
　
．
、
、
「

　　　＝’《　　　　　　　　　o・〉

z

’
m
、
、
（
’
　
　
●

（
A
層

、
・層■。．甲3

E　　　　　　　　　　　　　ρ

■

　
三
歳
を
過
ぎ
る
と
、

お
母
さ
ん
の
心
配
事
の

一
つ
に
む
し
歯
が
あ
り

ま
す
．
．
ま
た
、
指
や
ハ

ン
カ
チ
し
ゃ
ぶ
り
な
ど

．
の
悪
い
癖
も
あ
り
ま
す
。

長
期
間
指
し
ゃ
ぶ
り
な
ど
が
続
く
と

上
あ
ご
の
前
歯
が
反
り
あ
が
り
、
い

わ
ゆ
る
出
っ
歯
に
な
っ
た
り
、
指
の

形
の
す
き
間
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
見
て
す
ぐ
わ
か
る
く
ら
い
の
大

き
な
す
き
間
で
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
や
め
さ
せ
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ

う
。
三
歳
児
に
な
る
と
乳
歯
は
生
え

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け

た
い
の
が
歯
並
び
の
異
常
の
こ
と
で

す
。
ま
ず
目
に
つ
く
の
が
、
す
き
っ

歯
の
子
で
す
．
、
真
ん
中
が
2
～
3
ミ

リ
以
上
す
い
て
い
た
ら
、
よ
け
い
な

歯
が
骨
の
中
に
も
ぐ
っ
て
い
る
と
か

歯
ぐ
き
の
「
部
が
異
常
に
発
達
し
て

し
る
な
と
力
原
医
と
し
て
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
．
、
そ
の
他
、
う
け
口
の
子
ど
も
＝

も
い
ま
す
・
ど
ち
ら
に
し
て
も
屯
す
　

ぐ
は
治
療
で
き
な
い
の
で
す
が
、
こ
｝
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
時
期
に
歯
ご
た
え
、
噛
み
こ
た
え
　

の
あ
る
食
物
を
食
べ
さ
せ
、
あ
ご
を
「
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

少
し
で
も
大
き
く
す
る
こ
と
に
努
め
　

た
い
も
の
で
す
・
　
　
　
　
　
　
　
…
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
機
会
あ
る
ご
と
に
口
の
中
を
見
て
…

く
だ
さ
い
．
、
　
一
番
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
む
一

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
一

し
歯
を
見
つ
け
る
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
の
中
を
…

の
ぞ
い
て
見
な
い
こ
と
に
は
わ
か
り
　

ま
せ
ん
．
．
子
ど
も
の
む
し
歯
は
、
初
．

期
で
は
ほ
と
ん
ど
痛
ま
な
い
し
、
不
一

快
感
も
あ
ま
り
訴
え
ま
せ
ん
。
し
か
一

し
、
痛
く
な
い
と
き
に
治
療
す
る
こ
一

と
が
大
切
な
の
で
す
。
　
　
　
　
　
…

　
　
　
囲
u
一
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
．
纏
．
隊

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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團
回

回
蒸

　
　
　
　
　
　
．
し

圃
顯、，

》

κ

、

第
1
0
回
東
郷
町

　
　
　
産
業
文
化
祭

　
恒
例
の
産
業
文
化
祭
が
今
年
も
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
．
．

　
今
年
は
会
場
を
】
部
変
更
し
て
、

メ
イ
ン
会
場
を
役
場
前
の
駐
車
場
と

し
、
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
は
今
年
竣

工
し
た
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
ま
す
．
．

日
程
は
．
胃
習
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
両
日

　
　
●
1
1
月
1
日
（
日
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
別
に
お
配
り
し

　
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
一
．

手
話
講
習
会
（
中
級
）

　
　
受
講
生
募
集

▽
対
象
者
　
手
話
講
習
会
初
級
以
上

　
を
終
了
し
て
い
る
者

▽
受
付
期
間
　
1
0
月
1
5
日
ま
で
に
、

　
町
福
祉
生
活
課
ま
で
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
．

▽
定
員
　
3
0
名

「
ふ
れ
あ
い
通
信
（
オ
フ

　
ト
ー
ク
通
信
）
」

開
局
の
お
知
ら
せ

10

獅
P
日
開
局

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
！
　
一

　
／

－
繍

h一翻
　．■1■「o●1「1■1

購

　
今
年
度
東
郷
町
の
新
し
い
事
業
と

し
て
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
事
業
は
、
装
置
の

取
付
工
事
も
ほ
ぼ
完
成
し
、
名
称
も

「
ふ
れ
あ
い
通
信
一
と
決
定
さ
れ
、

い
よ
い
よ
ω
月
1
目
（
木
）
よ
り
放

送
を
開
始
し
ま
す
．

　
町
で
は
開
局
前
に
試
験
放
送
を
行

な
い
、
こ
の
放
送
の
中
で
開
局
セ
レ

モ
ニ
ー
の
お
知
ら
せ
も
行
な
い
ま
す

の
で
電
源
を
入
れ
放
送
の
聞
け
る
状

態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
な
お
、
放
送
番
組
・
時
間
帯
の
お

知
ら
せ
に
つ
い
て
は
加
入
世
帯
ヘ
チ

ラ
シ
を
お
配
り
し
て
お
り
ま
す

一
日
合
同
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

　
国
・
県
な
ど
の
役
所
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
、
制
度
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
．
．

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
1
0
月
9
9
百
困
1
0
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

▼
場
所

　
ア
ス
テ
ィ
日
向
鳥
屋

▼
相
談
を
受
付
け
る
機
関

　
法
務
局
・
熊
本
国
税
局
・
社
会
保

　
険
事
務
所
・
宮
崎
県
・
行
政
監
察

　
事
務
所
ほ
か

　
※
詳
し
く
は
、
宮
崎
行
政
監
察
事

　
　
務
所

　
　
智
0
9
8
5
1
⑳
I
1
1
0
0

　
　
又
は
役
場
総
務
課
ま
で

ア
イ
バ
ン
ク
に
登
録
を

　
毎
年
一
五
こ
こ
人
も
の
人
が
光
を

と
り
も
ど
し
て
い
ま
す
　
し
か
し
ま

だ
全
国
で
四
三
⊂
二
人
も
の
人
が
角

膜
移
植
を
ま
っ
て
い
ま
す

　
登
録
は
簡
単
で
す
．
お
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
、
申
込
書
を
お
送
り

し
ま
す

※
連
絡
・
問
合
わ
せ
先

財
団
法
人
宮
崎
県
ア
イ
バ
ン
ク
協
会

　
〒
8
8
0

　
宮
崎
市
和
知
川
原
一
1
＝
＼
二

　
宮
崎
県
医
師
会
館
内

　
費
0
9
8
5
1
⑳
⊥
D
1
1
8

　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
三
期

国
民
健
康
保
険
税
六
期

　
　
納
期
は
十
一
月
二
日

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
0
日
㈹
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
2
0
日
㈹
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館箸

急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
鶴
野
内
の
中
田
鶴
男
さ
ん
か
ら

　
（
福
谷
キ
ク
ヱ
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
今
山
フ
サ
エ
さ
ん
か
ら

　
〔
ミ
サ
ヲ
さ
ん
・
9
3
歳
ご
逝
去
）

◎
皆
瀬
の
田
邊
仁
さ
ん
か
ら

　
（
正
雄
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
佐
々
木
ナ
ミ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
重
泰
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

■
般
寄
付

　
鶴
野
内
の
中
田
鶴
男
さ
ん
か
ら
快

気
祝
と
し
て
、
ま
た
、
鶴
野
内
の
瀬

戸
啓
三
さ
ん
よ
り
瀬
戸
弥
生
さ
ん
の

快
気
祝
レ
こ
1
、
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
、

（
八
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名

那
須
　
　
葵

父
の
名

善
勇

住
所

小
野
田

結
婚
　
お
幸
せ
に

一高是 氏

山澤

千

里」秀　一
名

羽　日 住
向

坂市 所

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

田 福 佐 今

邊 谷 条 山
氏

正
キ ミ

ク 重 サ 名

雄 エ 泰 ヲ

81 92 83 93 年

歳 歳 歳 歳 齢

福 小 坪 鶴 住
野 野

瀬 田 谷 内 所

お

詫

び

　
町
報
9
月
号
で
紹
介
し
た
「
ま
ち

の
企
業
」
で
、
代
表
取
締
役
の
寺
原

忠
男
さ
ん
の
字
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
、
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